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編集室より

1町史編集}業において現在取り組んでいる『資料編 戦後の与ガh原』は、発刊計F血
「の折り返し点まで進んできました。

け|き統き、関道資料の収集やμ日き取り調
/FIな どの成呆を積み Lげ、 W]‐ 民の皆様へより良い 巻ヽをおlJIけできるよう

努めていきます。今年度の ll合、収朱資牟卜の一・部をご紹介いたします。

↑米軍払下げのコンセ ット校舎内での授業。

黒板一枚をへだてた反対側では、別の学級

が授業をしていたという。中学校の移転は

1953(日召不日28ン辛

← 昭和20年代頃の与那原中学校。カマポ

コ型のコンセ ット校舎を外から見た様子。

写真2点 とも町史編纂室所蔵



与
那
原
は
、
記
録
に
よ
る
と
戦
後

間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
様
々
な
業
種
が

商
店
街
に
軒
を
並

べ
、
そ
の
中
に
製

菓
業
が
十

一
件
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
貿
易
や
交

通
の
要
衝
だ

っ
た
与
那
原
が
い
か
に

商
業
地
と
し
て
賑
や
か
だ

っ
た
か
と

い
う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

製
菓
の
中
で
も
、
ア
イ
ス
ケ
ー
キ

は
昔
も
今
も
み
ん
な
の
大
好
き
な
氷

菓
子
の

一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
戦
後

す
ぐ
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
屋
を
営
ん
で
い

た
仲
村
常
善
さ
ん

（港
区
在
住
）
と
、

お
母
様
が
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
の
行
商
を

営
ん
で
い
た
と
い
う
員
榮
平
賞
さ
ん

（森

下
在

住
）
に
お

話

を
う

か

が

い

ま
し
た
。

●

●

フ

仲
村
さ
ん
は
、　
一
九
四
八
年

（昭

和

二
十
三
）
当
時
、
現
在
の
え
び
す

通
り
で
店
を
構
え

（の
ち
の
レ
ス
ト

ラ
ン
い
か
す
）
、
レ

モ
ン
味
、
オ
レ

ン
ジ
味
、
小
豆

（あ
ず

き
）
味
、
ミ

ル
ク
味
、
ミ
ル
ク
チ

ョ
コ
味
、
ア
イ

ス
ボ

ン
ボ

ン

（風
船

の
中
に
ア
イ
ス

を

い
れ

た
も

の
）
な
ど

の
ア
イ

ス

ケ
ー
キ
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
冷

た
い
食

べ
物
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た

こ
の
時
代
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

大
人
に
も
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
は
大
人
気

で
、
夏
の
間
は
連
日
ア
イ
ス
ケ
ー
キ

を
買
い
求
め
る
客
で
大
変
賑
わ

っ
て

い
ま
し
た
。

仲
村
さ
ん
に
よ
る
と
ア
イ
ス
ケ
ー

キ
を
作
る
際
は
、
水
を
使
う
の
に
大

変
神
経
を
使

っ
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、

ア
イ
ス
ケ
ー
キ
の
原
料
と
な
る
水
に

井
戸

の
水

を
使
お
う

と
し
た
と

こ
ろ
、

そ

の
ま
ま
の

品
質
で
は

保
健
所

の

許
可
が
下

り
ず
、
保

健
所

の
助

言
を
得
て

氷
菓
子
の
不
衛
生
多
い

厚
生
馬
は
こ
の
ほ
と
水
菜
予
、
ア
イ
ス

ケ
ー
キ
、
ア
イ
ス
ク
コ
「
ム
な
ど
の
術

生
硬
査
を
行
な

っ
た
が
、
そ
の
縛
果
ま

だ
ま
だ
不
術
生
た
墓
子
が
多
い
と
し

Ｋ

量
周
近
く
管
理
指
導
乗
り
出
す

ろ
過
装
置
を
手
作
り
で
作
製
し
、
水

を
沸
か
し
て
作

っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
衛
生
管
理
の
概
念
が
あ
ま
り
浸

透
し
て
い
な
か

っ
た
時
代
に
、
仲
村

さ
ん
は
、
衛
生
的
で
お
い
し
い
ア
イ

ス
ケ
ー
キ
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
店
で
の
販
売
だ
け
で
は

な
く
、
行
商
に
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
を
卸

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
行
商

へ
は

一
個
五
円

（Ｂ
円
）
で
、
チ
ョ
ヨ
レ
ー

ト
味
は
七
円
で
卸
し
て
い
ま
し
た
。

（当
時
沖
縄
そ
ば

が

一
杯

二
十
～

二

十
五
円
）
行
商
た
ち
は
商
品
を
詰
め

ウ
ョ
ク
ョ
し
て
い
る
と
い
い
、

側
生
加

般
も
齢
る
い
。

特
に
赳
る
い
の
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

て
、
合
濯
は
五
四

・
一
％
、
約
半
分

μ
食
品

と
し
て
は
不
灘
格

だ
と
い

えノ
イ
ス
ヶ
ｌ
キ
は
六
八

・
八
％
、
氷

粟
子
は
七

一
・
四
勢
が
合
格
し
て
い

る
。

地
奴
別
に
み
る
と
那
馴
保
拠
所
管
内
で

は
童
〈％
が
合
ｋ

ユ
ピ
体
耕
段
七

二
％
、
石
川
供
伽
沸

は
四

一
％
、
各
製

保
盗
所
は
四
〇
％
の
０
鳴

地
方
に
い

き
し
だ
い
術
生
町
盟
が
領
る
く
な

っ
て

い
る
。

全
般
的
な
術
生
状
触
は
一
ヽ

〓
夏
訴
出

よ
り
盈
よ
く
な

っ
て
い
る
”
、
国
局
て

は
不
合
静
纂
者
に
た
い
し
て
は
招
鞘
を

強
化
Ｌ

吐
く
配

築

μす

全

質
績

蚕

て
も
不
會
栖
し
た
瘍
合
は
営
業
停
止
処

令
花

す

ハ考

え

水質の問題が取り上げられた新聞記事
『琉球新報』 1964年 8月 7日 郭刊7面 (琉球新報社提供

与那原町史だよリー ②

た
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
箱

（木
箱
）
を
自

転
車
の
荷
台
や
頭
に
載
せ
て
、
西
原

や
佐
敷
、
知
念
あ
た
り
の
近
隣
町
村

へ
の
販
売
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

通
常
七
、
八
人
の
行
商
も
ハ
ー
リ
ー
、

ュ
ッ
カ
ヌ
ヒ
ー
、
綱
曳
な
ど

の
行
事

に
な
る
と
二
十
人
ほ
ど
に
増
え
、
大

繁
盛
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。



ア
イ
ス
ケ
ー
キ
の
行
商
を
し
て
い

た
員
榮
平

ツ
ル
さ
ん

（員
榮
平
賓
さ

ん
の
母
　
故
人
）
は
、
病
気
で
倒
れ

た
ご
主
人
に
か
わ

っ
て
家
計
を
助
け

る
た
め
、
与
那
原

の
町
に
出
て
ア
イ

ス
ケ
ー
キ
を
売

っ
て
い
ま
し
た
。
戦

後

の
混
乱
が
ま
だ
落
ち
着
か
な

い
、

収

入
を
得

る
方
法

も
少
な

い
時
代

で
、
町
内
に
二
軒
ほ
ど
あ

っ
た
、
ア

イ
ス
ケ
ー
キ
を
作

っ
て
い
る
店
か
ら

商
品
を
卸
し
て
商

い
を
し
ま
し
た
。

販
売
し

て
い
た
場
所

は
主

に
町
内

で
、
親
川
に
あ

っ
た
市
場
な
ど
で
し

た
。
今

の
よ
う
に
冷
蔵
庫
は
ほ
と
ん

ど
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
写

真

に
あ

る
よ
う
な
木
箱

に
入
れ

て

売

っ
て
い
ま
し
た
。
木
箱
の
中
に
お

が
く
ず
を
入
れ
た
り
、
バ
ス
タ
オ
ル

の
よ
う
な
布
や
毛
布
で
く
る
ん
だ
り

し
て
、
冷
気
を
保

つ
工
夫
を
し
て
い

ま
し
た
。

孫韓漁奪♂{柄雲 電均

員榮平ツルさんが愛用していたアイスケーキの木箱

綱曳資料館所蔵

ア
イ

ス
ケ
ー

キ
は
原
料

の
液

を
ブ

リ
キ

の
筒

に
入
れ
て
凍

ら

せ
る
の
で
す
が
、

筒

か
ら
出
す

と

溶
け
や
す

か

っ

た

め
、
売

り

に

行
く
と
き
も
筒

に
入

っ
た
ま
ま

木

箱

に

入

れ
、

販
売

の
時

に
筒

時
を
子
ど
も
時
代

で
過
ご

し
た
方

々

に
と

っ
て
は
格
別

の
思

い
が
あ
る
食

べ
物

の
よ
う
で
す
。

（※
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
＝
沖
縄
で
は
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
の
こ
と
を
さ
す
こ
と
が

多
い
）

ミ

を
手
で
暖
め
て
、
少
し
溶
け
た
瞬
間

に
抜
き
取

っ
て
い
ま
し
た
。

ツ
ル
さ
ん
の
販
売
し
て
い
た
ア
イ

ス
ケ
ー
キ
の
大
き
さ
は
お
よ
そ
二
十

～

二
十
三
セ
ン
チ
ほ
ど

の
長
さ
で
、

直
径
は
三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
円
錐
型
。

下
の
ほ
う
に
む
か

っ
て
細
く
な

っ
た

形
で
、
色
は
橙
や
、
赤
、
空
色
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
味
は
み
ん
な
同

じ
、
サ
ツ
カ
リ
ン
の
味
で
し
た
。

時
が
進
む
に

つ
れ
て
、
こ
の
よ
う

な
行
商

の
姿
も
見
ら
れ
な
く
な
り
、

今
で
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
簡
単
に
手

に
入
る
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
で
す
が
、
当

祀

興

那

原

町

削

施

行

卿叫帥枷臓蜘］漸咄醐卿勘卿中期郵椒井雌紳

Ｗ鰈
＝瑯　政哺
れ訥」
脇

佐
ス
貿

仲
工
＾
俊
　
脚

■
口

興

那

原

虚
帝
卸
ｒｉ
晴
古
蒼
暉
　
田

槙
ｍ
　
置
“

講
評
理
解
帯
↓

．Ｆ
ぉ
””
″
　
隠
一　
阿
川
Ｅ

障ｍ
と長
『維
孵
　
餌

比

喜

酒

遺

断

比

Ｉ

日

Л

杵

日
潤
開

慎
中

央

導

原

劇

号

代
主
士
　
吉
　
十
　
■

仲村常善さんのお店の広告 当時の新間には与那原の商店の広告がたくさん掲

載され、与那原の活気ある町並みの風景が目に浮かぶ

『うるま新報』1949年 7月 25日 2面 (琉球新報社提供 )

③ 一 与邦原町史だより
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ざ
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製
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其

厚

泄
　
区



与
部
原
子
ッ
ク

一
九
六
六
年

（昭
和
四
十

一
）
八
月

七
日
、

「科
学
が
生
ん
だ
オ
ト
ギ

の

国

総
合
自
動
車
遊
園
地
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に

（株
）
沖
縄
テ
ク
エ
ラ
ン

ド
が
運
営
し
、
通
称

「与
那
原
テ
ッ

ク
」
と
い
う
名
で
沖
縄
初
の
総
合
遊

園
地
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
、
当
時

の
新
聞
記
事
を
も
と

に
建
設
か
ら
開
園
、
復
帰

の
こ
ろ
ま

で
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

遊
園
地
　
建
設
！

一
九
六
〇
年
代
、
与
那
原
町
は
観

光
地
化
を
目
指
し
、
海
水
浴
場

の
整

備
や
軍
道

（現
在

の
国
道
）
沿
い
の

緑
化
計
画
な
ど

を
進

め

て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
、
青
少
年

の
健
全
娯
楽

施
設
と
し
て
那
覇
近
郊

の
実
業
家
た

ち
を
中
心
に
遊
園
地
建
設
計
画
が
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

面
積
は
江
口
区
の
雨
乞
い
森

一
帯

約
四
万
坪
と
い
う
広
大
な
敷
地
で
し

た
。
総
工
費
は
二
十
五
万
ド
ル
。　
一

九
六
五
年

（昭
和
四
十
）
十

一
月
に

起

工
式

が
行

わ
れ
、
ホ

ン
ダ

モ
ー

タ
ー
社
の
協
力
に
よ
り
建
設
が
行
わ

れ
て
い
き
ま
す
。

建
設
途
中

の

一
九
六
六
年

（昭
和

四
十

一
）

一
月
に
は
、
用
地
整
備
中

に
大
型
地
雷
三
個
、
魚
雷
の
よ
う
な

も

の
、
機

関
銃

弾

や
大
破

し
た
ト

ラ
ッ
ク
の
破
片
な
ど
が
地
中
か
ら
出

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
爆
弾

処
理
、
撤
去
は
米
軍
処
理
部
隊
が
行

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
予
定

の

一

九
六
六
年

（昭
和
四
十

一
）
二
月
か

ら
大
幅
に
遅
れ
同
年
八
月
に
開
園
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
国
当
日
の
様
子

一
九
六
六
年

（昭
和
四
十

一
）
八

月
七
日
午
前
十
時
か
ら
開
園
式
が
行

わ
れ
、　
一
般
公
開
は
午
後

一
時
か
ら

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
来
園
者

数
は
約
二
千
人
と
賑
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
午
後
三
時
頃
に
子
供
用

ぞ
う
列
車
が
定
員
超
過
に
よ

っ
て
脱

線
す
る
事
故
が
起
こ
り
、
十
数
名
が

重
軽
傷
を
負
い
、
午
後
三
時
半
に
は

閉
園
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
き

っ
か
け
に
琉
球
政

府
は
、
遊
園
地
に
対
す
る
総
合
的
な

行
政
指
導
や
監
督
を
す
る
担
当
課
を

明
確
に
す
る
こ
と
、
遊
園
地
建
設
の

許
認
可
、
食
堂
経
営
な
ど
に
関
す
る

法
律
の
明
確
化
を
決
定
し
ま
し
た
。

『琉球新報』1966年 8月 7日 朝刊8面 (琉球新報社提供)

開 通
ヽ

与那原町史だよリー ④

『琉球新報』 1969年 11月 9日 朝刊 8面 (琉球新報社提供)
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事
故
後
、　
一
週
間
は
閉
鎖
さ
れ
安

全
確
認
等
が
行
わ
れ
、
同
年
八
月
十

七
日
に
再
開
園
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る
観
光

名
所
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
乗
り
物

開
園
当
時

の
入
園
料
は
大
人
二
十

セ
ン
ト
、
子
ど
も
十
セ
ン
ト

（当
時

の
沖
縄
そ
ば
は

一
杯

二
十
～
二
十
五

セ
ン
ト
）
で
し
た
。

乗
車
賃
は
、
象
列
車
、
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
は
二
十
セ
ン
ト
、

フ
ツ
ト
カ
ー
は
五
セ
ン
ト
、
そ
の
他

は
十
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

《
乗
り
物

一
例
》

○
ミ
ニ
カ
ー
　
　
○
フ
ッ
ト
カ
ー

○
オ
ー
ト
バ
イ
　
○
ぞ
う
列
車

Ｏ
走
る
イ
ス
　
　
〇
観
覧
者

Ｏ
義
経
号
汽
車

Ｏ
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
カ
ー

〇
ベ
ビ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ

Ｏ
バ
ス
ー
カ
ー
砲

○
ジ

ェ
ッ
ト

・
コ
ー
ス
タ
ー

（
一
九
六
九
年
新
設
）

○
淡
水
プ
ー
ル

（
一
九
七

一
年
新
設
）

他

に
も
園
内

に
は
噴
水

や
休
憩

所
、
中
城
湾
が

一
望
で
き
る
展
望
台

に
向
か
う
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
食
堂
な

ど
が
あ
り

一
日
中
、
楽
し
め
る
施
設

で
し
た
。

で
の
べ
三
万
人
と
い
う
客
で
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
。
テ
ッ
ク
周
辺
の

駐
車
場

（三
百
五
十
台
収
容
）
は

午
前
中
で
す
で
に
い

っ
ぱ

い
。
町

内
の
小
路
や
沿
道
は
に
わ
か
に
駐

車
場
に
早
変
わ
り
す
る
ほ
ど
。
中

に
は
入
場
で
き
ず

に
引
き
返
す
客

も
多
か
っ
た
。

テ
ッ
ク
側
で
は
約
八
十
人
の
ア

ル
バ
イ
ト
生
を
動
員
し
て
サ
ー
ビ

ス
に
当

っ
た
が
、
続

々
詰
め
か
け

る
客
を
さ
ば
き
き
れ
ず
、
「こ
の
連

休
が

一
年
の
か
せ
ぎ
時
だ
が
、
予

想
以
上
の
入
り
だ
。
開
園
以
来

の

最
高
だ
」
と
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上

行
楽
地
の
代
表

・
与
那
原
テ
ッ
ク

与
那
原
テ
ッ
ク
は
子
ど
も
た
ち
の

学
校
遠
足
の
場
と
し
て
、
ま
た
休
日

に
は
家
族
連
れ
が
遠
く
国
頭
か
ら
も

訪
れ
る
ほ
ど
の
人
気

ス
ポ

ッ
ト
と
な

り
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
日
や
夏
休
み

な
ど
は
多
く
の
来
場
者
で
賑

っ
た
様

子
が
当
時
の
新
聞
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

ロケットと観覧車

(『 よなばる今・昔』より)

げ
て
い
た
。

ま
た
与
那
原
海
岸

の
海
水
浴
場

で
は
テ

ツ
ク
帰
り

の
海
水
浴
客

で

に
ぎ
わ

っ
た
。
こ
こ
で
も
子
供
連

れ
が
多
く
色
と
り
ど
り
の
海
水
着

を
着
て
は
し
ゃ
ぎ
回

っ
て
い
た

。

含
琉
球
新
報
』

一
九
六
八
年
五
月
六
日

朝
刊
七
面
よ
り
引
用
）

町
内
の
与
那
原
テ
ッ
ク
は
午
前

九
時
の
開
場
と
同
時
に
子
供
連
れ

の
入
場
者
が
殺
到
―
こ
の
日
だ
け

子
供
の
日
一

行
楽
地
に
空
前
の
人
出

テ
レ
ビ
の
公
開
収
録
や
盆
踊
り
大

会
、
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
場
で
も
あ

っ
た
与
那
原

テ
ツ
ク
は
、　
一
九
八
六
年

（昭
和
六

十

一
）
に
閉
園
、
現
在
は
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
ゴ
ル
フ
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

家
族
連
れ
で
く
り
出
す

::

与
那
原
に
は
五
万
人
も

マ
イ
カ
ー
狭
が
押
し
か
け
る

『琉球新報』 1968年 5月 6日 朝刊 7面

(琉球新報社提供)
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一
八
月
終
戦
後
、
与
那
原

の
ま
ち

一

一
九

四
五

年

《昭

和

二
〇
）

を
米
軍
が
占
領
し
ま
し
た
。
軍

一
需
物
資
集
積
所
と
す
る
た
め
に

，
ほ
と
ん
ど

の
土
地
は
ブ
ル
ド
ー

一

一
ザ
ー
で
均
さ
れ
、
新
し
く
造
ら

れ
た
道
路
に
は
滑
走
路
用
の
銅

一

一
鐵

マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
ま
し
た
。

一

て
ら
れ
た
土
地
に
支
給
さ
れ
た
規
格

住
宅
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
規
格
住

宅
は
、
区
長
を
中
心
と
し
た
有
志
た

ち
で
初
め
に
新
島
区

へ
九
十
四
棟
が

建
ち
、
翌
年
に
か
け
て
中
島
区
、
港

区

へ
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
四
六
年

（昭
和

二
十

一
）
二

月
付
、
戦
後
の
混
乱
状
況
下
に
米
国

海
軍
軍
政
本
部
指
令
公
布

の

「土
地

所
有
権
認
定
事
業
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
戦
災
に
よ

っ
て
土
地
関
係

の
公
図
、
公
簿
が
焼
失
し
た
た
め
、

，
こ
う
し
て
地
形
は
大
き
く
変
容

一

！
し
、
戦
前

の
土
地

の
境
界
が
不
一

一
地
籍
問
題
が
始
ま
り
ま
し
た
。
　

．

・「
　

　

区
、
中
島
区
、
港
区
の

一
部
）

地
域
は
、
旧
与
那
原

の
新
島

干

基
地
解
放
・
規
格
住
宅
の
配
給

一
九
四
六
年

（昭
和

二
十

一
）
四

月
、
米
軍
が
引
き
揚
げ
た
こ
と
で
与

那
原
は
開
放
さ
れ
、
終
戦
後
に
大
見

武
区
や
近
隣
村

へ
移
住
し
て
い
た
住

民
が
戻

っ
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
沖
縄
民
政
府
か
ら
の
指

示
で
区
画
整
理
が
行
わ
れ
、
割
り
当

地
籍
等
を
正
確
に
確
認
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
り
、
所
有
者
等

の
申
告
に

も
と
づ
い
て
新
し
く
地
図
作
成
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
形
状
及
び

位
置
が
不
正
確
で
完
全
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
主
会
の
結
成

一
九
五
七
年

（昭
和
三
十

二
）
十

一
月
付
に
公
布
さ
れ
た

「土
地
調
査

法
」
に
よ
る
地
籍
調
査
は
、　
一
九
六

〇
年

（昭
和
三
十
五
）
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

一
九
七
二
年

（昭
和
四
十
七
）

一

月
、
役
場
に
土
地
整
理
課
が
設
け
ら

れ
、
同
年
七
月
に
地
主
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
二
十
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け

た
地
域
の
中
か
ら
地
主
会

の
代
表
と

し
て
代
議
員
を
選
出
し
、
多
大
な
問

題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
九
七
二
年

（昭
和
四
十
七
）
五

月
十
五
日

「沖
縄

の
日
本
復
帰
」
以

降
も

「国
土
調
査
法
」
に
も
と
づ
く

まちの土地殆どが敷き幼された (現在の新島区辺り)

撮影 :1945年

与那原町史だよリー ⑥

碁盤状に区画整理された土地に規格住宅が建てられた。

撮影 :1950年 頃
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地
籍
調
査
は
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

割
当
て
土
地
問
題
は
、
法
律
上
解

決
さ
れ
ま
す
が
、
現
地
に
お
い
て
は

幾
多
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

「粟
国
与
那
原
町
長
は
屋
良
知
事
を

訪
ね
、
米
軍
が
物
資
集
積
基
地
に

使
用
し
て
い
た
旧
与
那
原

一
帯
を

返
還
用
地
の
地
籍
画
定

の
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
し
、
同

一
帯

の
地
籍

画
定
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
要

請
」

（
一
九
七
四
年

（昭
和
四
九
）
十
月

沖
縄
県

『行
政
記
録
』
よ
り
）

和
解
方
式
で
作
業
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

一
九
七
九
年

（昭
和
五
十

四
）
二

月
、
境
界
不
明
地
内
に
県
国
の
現
場

事
務
所
を
設
置
し
、
本
格
的
な
作
業

に
入

っ
た
三
年
後
に
は
、
地
籍

の
明

確
化
九
十
二
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

新
た
な
地
図
の
作
成
で
は
、
米
軍

が
撮
影
し
た
上
空
写
真
か
ら
道
路
等

の
位
置
を
確
認
し
、
土
地
の
掘
り
起

こ
し

で
発
見
し
た
井

戸

や
石
垣

の

跡
、
所
有
者

の
申
告
な
ど
か
ら
ほ
ぼ

一
九
七
七
年

（昭
和
五
十

二
）
五

月
、

「沖
縄
県

の
区
域
内

に
お
け
る

位
置
境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆

の
土

地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
公
布
さ
れ
、
与
那

原
町
で
は
、
町
の
土
地
を
明
確
に
す

る
た
め
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

地
籍
を
正
確
に
確
認
す

る
に
は
、

与
那
原
は
小
字
が
あ
る
た
め
難
航
し

ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
細
分
化
し
、

住
民

一
人

一
人
説
得
し
て
い
く
集
団

土
地
問
題
が
解
決

沖
縄
県

地
主
会

の

協
力
を
得

て
、
地

籍

問
題
は

一

部

の
地
域

を
除
き
ほ

ぽ
解
決
し

た

ア」
と

完
成
し
ま
し
た
。

一
九
八
二
年

（昭
和
五
十
七
）
三

月
に
国
土
庁

へ
提
出
し
た
明
確
化
の

公
図
、
公
簿
は
、
翌
月
に
は
総
理
大

臣
の
認
証
が
下
り
、
同
年
十
月
か
ら

保
証
業
務
及
び
権
利
調
整
業
務
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

③
当
添
の
区
画
整
理

昭
和

三

一
年
、
部
落
内
よ
り

大
き
な
道
路
が
開
通
し
、
宅
地

内

の
住
家
は
全
部
焼
か
れ
、
石

垣
や
そ
の
他
の
建
造
物
は
壊
さ

れ
、
し
き
な
ら
さ
れ
て
境
界
も

不
明
と
な
っ
て
い
た
。

道

路

開

通

の
た
め
宅

地

を

失

っ
た
の
も
在
り
、
そ
の
方

々

に
も
宅
地
の
割
当
て
を
与
え
る

た
め
、
各
戸
に
七
〇
坪
あ
て

一

様
に
割
当
し
、
住
宅
地
と
し
て

線
引
し
た
。

そ
れ
か
ら
六
年
た
ち
、
昭
和

三
六
年
生
活
も
落
付
き
、
土
地

の
値
打
ち
も
で
る
よ
う
に
な

っ

た
の
で
、
区
で
は
宅
地
の
境
界

を
明
確
に
す
る
区
画
整
理
委
員

会
を
組
織
し
た
。

旧
図
面
も
参
考
に
測
量
し
て

図
面
を
作
成
し
た
。
戦
後
割
当

し
て
線
引
し
た
宅
地
の
新
図
面

を

つ
く
り
、
新
旧
図
面
を

一
つ

に
別
個
に
作
成
、
こ
れ
に
よ
り

入
込
の
状
況
を
明
確
に
し
た
。

測
量
の
期
間
は
、
昭
和
三
二

年
九
月
よ
り

一
二
月
ま
で
三
ヶ

月
間
要
し
整
理
し
た
。

３
与
那
原
町
当
添
史
』
よ
り
）

で
、　
一
九

八

四
年

（昭

和

五
十

九
）

五
月
、
土
地
境
界

の
奮
闘
は
終
了
し

ま
し
た
。

掘り起し作業 (道路側溝跡)

土地問題解決祝賀会

467

707

境界不明地の概要

466

地主数

2,906

筆 数

2,076

地主数

831

筆 数

明 確 化 前

各筆の明確化は95%、 権利調整は90%達成
1984年 (昭和59)3月 現在

権利調整を必要としている筆数

明 確 化 後

権利調整を必要としない筆数

⑦ 一 与邦原町史だより



学
校
の
引

っ
越
し

―

小
学
校
と
中
学
校

―

●

与
那
原
小
学
校

戦
前
の
小
学
校
は
、
現
在
与
那
原
大
綱

曳
ま
つ
り
の
会
場
で
あ
る
御
殿
山
青
少
年

広
場
の
辺
り
で
し
た
。

大
正
時
代
の
第

一
大
里
尋
常
高
等
小
学

校
分
教
場
を
経
て
、　
一
九
四
一
年

（昭
和

十
六
）
に
与
那
原
国
民
学
校
と
し
て
開
校

し
た
も
の
の
、
一
九
四
五
年

（昭
和
二
十
）

に
は
、
空
襲
で
町
も
学
校
も
破
壊
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

一
九
四
六
年

（昭
和
二
十

一
）、
大
見

武
の
収
容
所
で
戦
後
の
与
那
原
の
学
校
は

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

同
年
六
月
に
は
、
現
浜
田
区
の
旧
兵
舎

跡
に
与
那
原
初
等
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
ま
だ
何
も
な
い
学
校
で
し
た
。
当

時
の
職
員
な
ど
が
、
電
柱
を
切
っ
て
柱
に

し
、
カ
ヤ
ぶ
き
校
舎
を
作
っ
た
話
が
現
在

ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●

与
那
原
中
学
校

新
学
制
の
実
施
に
よ
り

一
九
四
八
年

（昭
和
二
十
三
）
に
、
与
那
原
中
等
学
校

が
開
校
し
ま
し
た
。
当
初
、
初
等
学
校
と

同
じ
敷
地
内
に
併
置
さ
れ
、
学
校
長
、
教

頭
も
兼
任
で
し
た
。

当
時
の
教
員
数
は
八
人
、
生
徒
数
は
三

一
七
人
で
、
六
学
級
で
し
た
。

校
内
東
側
と
与
原
区
側
の
カ
マ
ボ
コ
型

の
コ
ン
セ
ツ
ト
校
舎
が
教
室
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

一
九
四
九
年

（昭
和
二
十
四
）
、
与
那

原
は
大
里
村
か
ら
分
離
し
て
町
に
な
り
ま

し
た
。

へ
、

中

等

学

校

は

与

那

原

中

学

校

へ
改

称

さ

れ

ま

し

た

。

象
那
原
中
校
々
合

新
敷
地
で
起
エ

と
こ
う
ョ
十
一
Ｈ
Ｅ
黄
К

隠
可
銅
校
か
ら
分
般
し
て

獨
立
す
と
事
に
技
つ
た

与
那
ヌ

中
学
校
は
諷
宙
小
学
概
／

一
九
五

一
年

（昭
和
二
十
六
）
に
与
那

原
中
等
学
校
は
初
等
学
校
か
ら
独
立
し
、

翌

一
九
五
二
年

（昭
和
二
十
七
）
に
は
移

転
の
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

同
年
二
月
に
、
知
念
高
校
が
旧
玉
城
村

親
慶
原
か
ら
与
那
原
の
現
在
地
へ
移
転
開

校
し
て
お
り
、
中
等
学
校
は
、
隣
接
す
る

広
い
原
野
を
新
敷
地
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
四
月
、
琉
球
教
育
法
に
よ
っ
て
、

学
校
名
は
初
等
学
校
が
与
那
原
小
学
校

に
確
み
「
開
孫

毬

嬢

所
蘇

披

隣
つ
に
五
千
坪
②
校
旭
を
赳
足
、

一

月
十
日
剛
当
鞍
む
セ
メ
ン
ト
、
プ
】

ツ
ク
触

（
軍

お

じ

の
晏

工
式
を
行

つ
た
同
綬
合
は
新
学
鯛
ま
で
に
は
逐

成
の
予
定
だ
が
色
衆
の
郡
合
て
多
少

道
れ
る

，
も
即
れ
な
い
と
上
原
与

削
隙
阿
授
は
踏
つ
た

『琉
球
新
報
』

一
九

五
三
年

一
月
十

二
日

一
一面

　

（琉
球
新
報
社
提
供
）

い

る

の

一
九
五
三
年

（昭
和
二
十
八
）、
新
敷

地
で
起
工
式
が
あ
り
、
四
月
に
移
転
し
ま

し
た
。
場
所
は
現
在
の
中
学
校
で
す
。
コ

ン
セ
ツ
ト
校
舎
を
解
体
し
、
資
材
と
し
て

運
ぶ
な
ど
、
生
徒
も
共
に
作
業
に
あ
た
っ

た
と
い
い
ま
す
。
十
月
に
は
運
動
場
が
完

成
し
、
翌
月
、
小
学
校
も
合
同
で
移
転
祝

賀
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●

与
那
原
東
小
学
校

町
の
発
展
と
と
も
に
小
学
校
の
児
童
数

は
増
加
し
ま
し
た
。　
一
九
七
六
年

（昭
和

五
十

一
）
頃
の
与
那
原
小
は
児
童
数

一
、

二
九
四
人
、
三
十
七
学
級
の
過
密
校
で
、

解
消
の
た
め
、
小
学
校
の
分
離
、
新
設
が

決
ま
り
ま
し
た
。

一
九
七
九
年

（昭
和
五
十
四
）、
与
那

原
東
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
当
初
は
、

与
那
原
小
の
敷
地
内
、
西
側
の
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
が
教
室
で
し
た
。

校
舎
が
完
成
し
た
の
で
、
十
月
に
全
校

あ
げ
て
国
道
を
パ
レ
ー
ド
し
、
新
校
舎
の

建
つ
現
敷
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。

東
小
学
校
の
引
っ
越
し
が
落
ち
着
い
た

頃
、
与
那
原
は
約
四
団
の
面
積
に
小
中
高

校
の
収
ま
る
町
で
し
た
。

三
十
余
年
経
ち
、
今
度
は
大
学
が
引
っ

越
し
て
く
る
予
定
で
す
。

与邦原町史だよリー ①

新敷地で校舎づくりの作業

(与那原中学校提供 )

与那原東小学校開校パレー ド

日光写真館前あたりを通過するところ

(町史編纂室所蔵 )


